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海洋博公園 おきなわ郷土村では、沖縄の年中行事の小道具や料理を展示しています。 

9月(旧暦 8月)は「十五夜」。空に美しい満月が浮かぶ旧暦 8月 15日（今年は 10月 6日）、

家庭では小豆をまぶした「ふちゃぎ」という餅を仏壇やヒヌカン（火の神）の祭壇に供えま

す。米や麦の収穫期でもあることから、地域によっては綱引きや豊年祭など、豊作を祝う行

事も行われます。 

展示の様子を撮影し、ＳＮＳにアップしてくださった方には記念品を贈呈します！ 

※展示期間（予定）：9月 21日（日）～10月 18日（土） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

＃おきなわ郷土村 ＃海洋博公園 ＃○○○○（行事名）と、３つのハッシュタグを添えてＳＮＳに

投稿し、その画面を、ゆくい処の解説員にお見せください。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

≪イベント内容≫海洋博公園管理センター 企画運営課 利用サービス係 

≪取材・資料貸出≫海洋博公園管理センター 企画運営課 イベント・広報係 

TEL 0980-48-2741 / FAX 0980-48-3339 

 

おきなわ郷土村 展示企画「おきなわの年中行事と料理」 

9月(旧暦 8月)「十五夜」 展示のお知らせ 

令和 7年 9月 25日 

ふちゃぎ 

 
小豆の赤い色には魔除けの力が

あるとされ、その力で不幸を遠ざ

け、豊作や健康、幸福を願います。 

餅米の粉を練って形を整えて蒸

し、蒸しあがったら表面に塩ゆでし

た小豆をまぶしてつくります。 

地域や家庭によっては、同じ材料

でカシチー（おこわ、赤飯）をつく

ってお供えすることもあります。 

近年は餅に砂糖やサツマイモを

練りこんだり、小豆を砂糖で煮たり

して、甘いふちゃぎをつくることも

よくあります。 


